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盛岡赤十字病院における持参薬への薬剤部の関わり
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【はじめに】薬剤師による入院患者の持参薬の管理は安全確保上
極めて重要であり、さらにDPC導入病院では医療費削減の観点
からも病院経営に大きく貢献できる。盛岡赤十字病院（以下、当
院）においては平成18年からDPCが導入されたが、医療安全上
の観点より持参薬は一部の薬剤（精神科領域の薬剤）を除いて院
内採用薬剤への変更を行い基本的には持参薬は使用してこなかっ
た。しかし昨年度、持参薬の使用が検討され持参薬使用の運用手
順・持参薬運用フローが作成され、昨年6月より持参薬の使用を
開始した。そこで今回、持参薬への薬剤部の関わりを報告する。
【薬鑑別方法】当院では昨年まで、薬剤鑑別は手書き伝票を用い
行っていたが、現在では服薬指導支援システム（スパー・サポー
ト・システム）（以下、SSS）の中にある持参薬鑑別ツールを用
い薬剤鑑別を行っている。
【薬剤鑑別数】薬剤鑑別数は平成18年度611件（外来：143件、
入院：468件）、平成19年度635件（外来：71件、入院：564件）、
平成20年度768件（外来：221件、入院：547件）、平成21年度
782件（外来：163件、入院：619件）、平成22年度1751件（外
来：143件、入院：1608件）となっている。
【まとめ】薬剤鑑別数は、昨年の6月からの持参薬開始に伴い約2
倍以上増加した。持参薬開始以前は、一部の病棟しか薬剤識別を
依頼しておらず、積極的に薬剤部が関与できていなかった。今後
は、さらなる積極的な関与が必要になる。SSSによる薬剤鑑別は、
利便性が非常に良いと考えられる。また、薬剤を入力すると薬歴
管理にも反映され、持参薬と入院時新規処方薬との相互作用のチ
ェックも可能で医療安全上非常に有用である。
日赤薬剤師会「薬剤部の活動状況調査」
2．薬剤指導管理業務等の過去との比較
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【はじめに】病院薬剤師を取り巻く環境が大きく変化している渦中
で、医療の合理化、医療の質の保証や安全な医療の提供が求められ
ている。病院薬剤師にも薬剤管理指導業務、プレアボイド報告等今
以上にさらに充実することを求められてきた。このような背景の中
で、日赤薬剤師会では薬剤業務についてのアンケート調査を実施し、
全施設の業務内容・業務量を集計し、さらに過去との比較を出した。
第2報では薬剤管理指導業務、プレアボイド実施状況等について述
べる。
【方法】1.アンケート方式2.対象：全国赤十字病院（分院含） 92施
設3.調査実施月：平成22年10月
【結果】薬剤管理指導業務では実担当者1人当たりの薬剤管理指導1
ヵ月算定件数の全国平均は66.4件であった。また、総入院患者に対
して70％以上の患者に服薬指導を実施していると回答した施設数は
12（13％）であった。一方、病院薬剤師の職能アピールができ、地
位向上に繋がると思われる日病薬へのプレアボイド報告実施病院は
全体の39％で、年間100件以上報告は僅か3施設であった。病棟で
薬剤師が入院患者の配薬業務を実施している施設数は24（26％）で
あった。簡易懸濁法を実施している施設数は56（61％）と年々増加
していた。
【考察】医薬品の適正使用を通じて薬物治療の質的向上に寄与する
には、薬剤管理指導業務が最も重要な業務であり、患者や他の医療
従事者にも理解されやすく、しかも、診療報酬上からも高く評価さ
れている。しかし、その算定件数や稼働率には病院間でバラツキが
見られている。医療安全が叫ばれている昨今、病院薬剤師の病棟で
の活躍はこれまで以上に充実化したものにしていかなければならな
いと考える。
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【目的】当院薬剤部では平成19年1月下旬より、予定入院患者を対
象として入院時持参薬管理を開始し、入院受付時に持参してきた薬
剤を薬剤師が面談しながら確認している。しかし、入院時持参薬管
理開始後、抗凝固薬・抗血小板薬を継続服用していたために、手術
が延期になってしまったケースを経験し、入院時持参薬管理のみで
は薬剤の適切な管理はできないと限界を感じた。そこで、平成22年
9月より、薬剤師による手術前血栓予防薬確認を開始。当初は整形
外科限定にて行っていたが、同年12月より外科、翌年1月より泌尿
器科、2月より婦人科を追加し、現在は全外来診療科を対象に確認
を行っている。
【方法】手術・検査が決定した当日、診療科は対象患者に「手術前
血栓予防薬確認票」を渡し、薬局窓口に持参するよう説明。薬剤師
は当日中に薬局窓口にて患者と面談し、確認票を作成している。確
認項目は服用薬・処方元の医院名・医師名・処方目的・一般用医薬
品・健康食品服用の有無。確認票は、作成後、診療科に提出してい
る。お薬手帳を持参しない場合や薬識不足の場合など、その場で確
認できない場合には、電話・FAX・再来院などの方法で連絡をいた
だき、医師がより早く指示を出せるようにしている。
【成績】確認開始から約8ヶ月が経過し、開始当初は月平均30件前
後であったが、現在では月60件を越えている。99％の症例がその
場で確認できており、そのうち28.5％は血栓予防薬を服用していた。
また、薬剤の効能を知らずに服用している患者も多く、面談しなが
ら効能を説明することで患者の薬識向上にもつながっているように
思う。
【結論】入院時持参薬管理に加え、手術前血栓予防薬確認を行うこ
とで、入院患者・周術期の薬剤管理を適切に行えるようになった。
今後も、スムーズに確認が実施できるようにしたい。
日赤薬剤師会薬剤部の活動状況調査1．院外処方箋発
行状況等の過去との比較
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【はじめに】激変する昨今の医療環境の中で、病院薬剤師の業務は多
種多様化している。癌治療、緩和ケア、感染制御、栄養療法、糖尿病
治療、褥創治療、在宅・介護、など多くの現場において薬剤師への期
待は大きく膨れ上がり、日常の基本業務内容も拡大してきた。そのよ
うな中、日赤薬剤師会では毎年薬剤業務の推移について調査している。
第一報では、院外処方箋発行状況等の過去との比較について報告する。
【方法】1.アンケート方式2.対象：全国赤十字病院（分院含）92施設3.
調査実施月：平成22年10月
【結果】H21年とH22年では減床病院が13%で、年々稼動病床数を減ら
している病院が多くなっていることが判明した。また、病床数減少に
伴い100床当りの正職薬剤師平均人数は3.68人と、昨年の3.64人より
増加となっていた。全国赤十字病院で80％以上の院外処方箋発行率
の病院は年々増え続け、4年前の57施設から昨年は67施設まで増加し
た。一方、院外処方箋未発行や僅少の7病院では、5病院が今後も発
行予定がないと回答していた。今年度から実施された長期実務実習で
は、受入れ学生数がいない病院が1期で53病院、2期で41病院、3期
で40病院あった。また、治験事務局を設置している病院は84%で、そ
の事務局責任者は薬剤師が79%と大半を占めていた。注射薬混合調剤
業務では実施している病院は85％、外来化学療法の実施施設病院は
82%であった。
【考察】昨今の厳しい診療報酬改定により、今回の調査でも稼動病床
を減らしている病院が増えていることが判明した。薬剤師も、顔の見
える医療人としての定着化を今後も図り人員削減に陥らならないよう
に個々が自己啓発することを期待したい。
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